
対向配置された左右指に対する同期接触の影響

・ラバーハンド錯覚 ・セルフタッチ錯覚

・ダブルタッチ錯覚
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Real hand と Fake hand への
 触覚刺激の主体 (⾃⼰ / 他者)の
 組み合わせは異なるが, 両者に
 同期的に刺激を与えると Fake 
 hand に所有感が⽣じる点は共
 通している．

新たにReal/Fake handの対を, 
 ⾃⼰の左右の⼿指に対して適⽤
 することを試みた. 

・⾃⼰溶接錯覚 = Finger-Bonding Effect

同期接触条件において主観指標では接合, 伸⻑感覚が報告され, ⾏動指標では各指の先位置が約4cmドリフトした

 新たなレイアウトとして, 対抗配置
された⼆指に対する同期接触による, 前後
⽅向 (⼿前‒奥)の指の位置変化を主観評価
及び⾏動実験から検討する．

・実験環境 ・実験条件 ・実験の流れ※  Layoutによる影響は⾒られなかったため，  
      解析では考慮していない

⾏
動
実
験
課
題

主
観
評
価
課
題

Background

主 観  評 価 主観評価と圧縮量の相関 評価指標

・⼤学⽣17名が実験に参加
(平均年齢 20.2歳)

・データに不備のあった2名は
⾏動実験の解析から除外

・各条件2回ずつ実施
・条件順序は参加者ごとでランダム

解析⽅法
主観
⾏動

フリードマン検定, 下位検定＝ウィルコクソン符号付順位検定(Holm補正)

相関 スピアマンの順位相関係数

圧縮量 : フリードマン検定
変位量 : 整列ランク変換を⽤いたノンパラメトリック⼆要因分散分析
時系列 : ブートストラップ法(サンプリング回数10,000回)

・Q1接合感, Q5整列感 : Touch要因の主効果あり．両指を同時
にタップしたとき,接合感・整列感が有意に強まった
・圧縮量 : Touch要因の主効果なし
・変位量 : Finger要因およびTouch要因の主効果あり
 - 両指を同時にタップしたとき, ⼈差し指は薬指よりも⼤き

   く奥側に移動した
 - ⼈差し指は, 両指を同時にタップしたときのほうが, ⼈差し
    指のみにタップしたときよりも⼤きく奥側に移動した

・主観評価と圧縮量 : 有意な相関なし

・時系列ドリフト : 課題後約10秒から, ⼈差し指のみのタップ
に⽐べて, 両指への同時タップで⼤きなドリフトが⾒られた

主観

⾏動

相関

・主観指標と⾏動指標との間に有意な相関が⾒られず, 両者は必ずしも⼀致しない 
 今後はその要因についても検討が必要

・同期接触によって⼆指が引き合う⽅向へのドリフトが⽣じ, その際には⼈差し指が奥側に
移動する = 奥側優位なアラインメントが⽣起

       肘を張った姿勢により, ⼿を標準姿勢の⽅向(奥側)へ戻そうとする作⽤が働いた可能性

髙橋奈⾥，佐藤優太郎，横坂拓⺒，⼩鷹研理
名古屋市⽴⼤学⼤学院，⾦沢⼯業⼤学，NTT
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Results

⾏ 動 実 験 (課題終了時)

Discussion

⽬的  主観指標では, ⼆指が⼀
直線に並んだような感覚が⽣
起し, ⾏動指標では, 互いに引
き合う⽅向にドリフトする.

仮説

⾏ 動 実 験 (時系列)
圧縮量の時系列変化 変位量の時系列変化

Method
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